
- 2 - 

 

受け入れ体制について  →受入機関として最適と思われるところはどこですか 

 

 

 

 

 

 

土地の権利移転をせず、立木の権利だけを移転する場合について →収入を見込まれる間伐作業の利益について 

 

 

 

 

 

 

→全伐後の植林について、どうお考えですか 

 

 

 

 

 

 

その他意見として、下記のような意見も頂きました。ありがとうございました。 

 

【日南町・林業関連のお礼のお言葉】 

・ 大事な森林など自然を守って頂いてありがたい 

・ 私の山もお役に立つならばどうぞ使って頂きたい 

・ 現在、山の管理は全く出来てなく、申し訳なく思っています将来の日南町のこと,森林所有者のことを考え、取り

組んで頂いていることに感謝しています。 

・ たいへん遅れましたことをお詫び申し上げます。宜しくお願いいたします。 

 

１位 
   

役場で受入   13 24% 

役場が中心になった複合組織 10 19% 

森林組合   13 24% 

森林組合が中心になった複合組織 2 4% 

ＮＰＯ法人   6 11% 

ＮＰＯ法人が中心になった複合組織 6 11% 

民間企業   0 0% 

その他   4 7% 

  合計 54   

 

→土地と立木の所有についてどうお考えですか 
 

土地も移転する   38 45% 

土地は自分の名義で残しておきたい 17 20% 

無回答   30 35% 

  合計 85   

収入が見込まれる場合応分の利益が欲しい 38 45% 

収入が見込まれる場合でも利益は不要 12 14% 

その他   0 0% 

無回答   35 41% 

  合計 85   

全伐後には指定した樹種で植林してほしい 24 28% 

全伐後は何も植えずそのままでいい 19 22% 

その他   7 8% 

無回答   35 41% 

  合計 85 100% 

中心となる機関毎に合算すると 

役場・役場複合→   43％ 

森林組合・組合複合→ 28％ 

NPO・NPO複合→   22％ 

民間→       0％ 

 

役場を中心とする公的な機関に受け入れしてほ

しいとの意見が多く、次いで森林組合を中心と

した組織となる。民間機関への期待は極めて低

い。 

立木のみではなく、土地も移転したいとする人

が 45％と多数を占める。 

土地は自分の名義でとする人も 20％いる。 

 

収入を見込まれる間伐作業に於いては相応

の利益を求める声が 45％と多数、一方、利益を

求めない意見も 14％あった。現状、間伐でも利

益が見込まれることが周知されているのでこ

のような結果となったと思われる。 

 

 

全伐後の植林については、指定した樹種で植林

が 28％、何も植えずそのままでいいが 22％。前

者については山林所有者として、次世代に山を

資産として残していく意思とも受け取れる。 


